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宇部市花壇コンクール事業方針（素案）令和８年  月 
宇部市都市政策部公園緑地課  

「花壇コンクール」は、令和８年の秋で第１３０回開催を迎え、「緑と花と彫刻のまち宇部」を象徴する市

内随一の市民参加型イベントとなりました。 

その一方で、高齢化を伴う人口減少や気候変動、社会情勢の変化など、今後も花壇コンクールを続ける

うえで様々な課題が生じています。 

そこで、「時代の変化に対応し、今後も市民の皆様が、やりがいを持って参加できる持続可能な「花壇

コンクール」を実現する」ため、事業方針を策定しました。 

１．花壇コンクールの効果 
色鮮やかな花を植えることでまちの景観がよくなり、潤いのある生活環境がもたらされるほか、花づく

りを通じた人々の交流がうまれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．花壇コンクールを取り巻く状況  
①参加者側の状況 

 担 い 手  
 

 

 

 

 花壇管理   
 

 

 

 

 管理負担  
 

 

 

■参加者の減少や高齢化による作業の負荷が増している 
■学校花壇では、生徒児童の花管理への取組みが減少、 
教員の「働き方改革」が進む 

■戦後復興期に比べ、都市緑化へ関心度が低下 
 

・個人や少人数の負担に 
は限りがある 

・配付苗だけでは入賞が 
難しいかも・・・ 

・花壇を管理する人が 
固定化している 

・後を引き継いでくれ 
る人はいない 

・花がうまく育たない 
・きれいな花壇になら 
ない 

「担い手が 
不足」 

■急速な温暖化によって「サルビア」が育ちにくい 
■配付される花苗ごとにあった管理が難しい 
■複数の品種が配付され、うまくデザインできない 

「花の管理は 
難しい」 

「経済的な 
負担がある」 

■配付苗以外にも苗の購入が必要 
（配付苗率：自由の部９０％未満、基本の部９０％以上） 

■追加の苗購入は実費負担となってしまう 
■肥料代やホース、道具も実費負担 

 

花壇

コンクール

色鮮やか
な景観

潤いのある
生活環境

人々の交流

苗を生産しているほ場 潤いのある生活環境 

色鮮やかな景観 人々の交流 
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②主催者（市）の状況 

 市からの苗提供  
 

 

 

 

 
 

〈参考〉 

 

 

 

 

 

 対象花壇  

 
 

 ③自然環境の状況 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．花壇コンクールに関するアンケート調査 回答結果  
 

 

 

 

 

「新しい苗確保の手法」 

■市は配付苗の大部分を生産している（自家製苗） 
■苗生産の専門職員数が減少 
■苗生産体制の継続は困難 
■自家製苗の無料配付を全て購入苗に転換した場合、 
コストは大幅増加（倍増） 

■社会情勢の変化による物価変動。今後も生産コストは上昇 

・参加者の安全確保 
・公共性の高い花壇 
の推進 

「公共事業に 
則した花壇」 

■一部、道路内など危険性がある 
■見る人が限られる花壇がある 

■近年は記録的な猛暑が観測され、熱中症リスク増加と花の育成への影響が深刻化 

■ 調査対象 
 令和６年度秋のコンクールに参加した 

団体 168団体 
    内訳 小・中・高等学校  41団体 
        自治会 企業等 127団体 
■ 調査期間 
 令和 7年 3月 5日発送 ～ 
 令和 7年 3月２１日締切 
 

■ 調査方法 
＜アンケートの調査方法＞ 

 参加団体へアンケート用紙を郵送 
＜回収手段＞ 
  用紙の提出またはオンラインによる回答 

■ 調査結果の回収状況 
   回答数 131 
   回答率 77.98％（131/168） 
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■魅力と効果、参加意欲             ■管理負担 

 

 

  

 

 

 

 

 

 ■担い手  

 

 

 

 

 

 

 

 

■平均年齢           ■マッチング（仲立ち）の意向  ■共同花壇           ■市からの苗提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＝ ア ン ケ ー ト ま と め ＝ 

 

 

  
 ■参加者の多くは、事業効果や魅力を感じており、 

今後も参加を継続したい意向ある反面、継続への不安も多い 

 ■参加者が感じられている負担や課題は、 

担い手の減少、花管理の難易度、暑い時期の健康管理が多い 

 ■参加者の負担軽減として、 

他団体とのマッチング、花壇の集約化には一定数の理解はある 

 ■現在行っている苗の無料配付は、 

参加意欲の維持のため配付数の減少には過半数の理解はある 
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担い手不足 

花の管理の難しさ 

経済的な負担 

自然環境 

公共事業に即した花壇 

苗確保の手法 

（参加しやすい条件） 

受賞者のマンネリ化 

予備審査の負担 

公共事業に即した花壇 

４．基本理念 
 

時代の変化に応じたコンクール事業の最適化を進めるとともに、 

コンクール参加者と市民の満足度の向上を図り、 

「 次の世代へ継続する。 

＝ ４つの基本方針 ＝ 
 

Ⅰ．参加者の負担軽減を図る  

 

 
 
 
 
 

 
Ⅱ．対象花壇の集約化を図る  

 
 
 

 
 
 
Ⅲ．苗の生産方法・配付数の最適化を図る  
 
 
 
 
 

 Ⅳ．審査手法を検討する  
 
 
 
 
 
 
 

５．今後のスケジュール 
 

 

 

 

 

■参加団体のマッチング（仲立ち）により

担い手の維持や管理コストの削減を図る 

■熱中症のリスクがあるため、秋のコンク

ールを中止し、夏の花壇管理を回避する 

■参加者が安全に作業でき、誰もが見るこ

とのできる公共性のある場所に共同花壇

を確保・集約する 

■苗生産の外部委託化により配付苗を確

保することでコンクールを維持する 

■苗の配付数の基準を明確にする 

■部門を再編し参加者がやりがいを持っ

て参加できる環境を整える 

■予備審査の審査方法を見直し、業務の効

率化を図る 

希望する団体同

士の情報交換 

（交流） 

春のみ花壇コ

ンクール実施 

（安全） 

生産農家・障害

者福祉施設など

へ委託（産業化） 

共同花壇 

（持続性） 

例）地区拠点等 

面積当たりの

苗の配付数の

統一（公平性） 

部門の再編 

（意欲） 

写真審査の 

導入（効率化） 

課題 
具体的方策 解決の柱 


